
No.884 令和4年(2022)9月19日（月） 2022-37号
発行責任者：院長 澤田勝寛
isonare@ka2.so-net.ne.jp

◆今週の院長予定
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9月19日 月 敬老の日

9月20日 火 7：45運営会議、9：00外来、14：00手術

9月21日 水 松江

9月22日 木 9：00～11：00来客、14：00慈恵会グループ代表者会議（リモート）

9月23日 金 秋分の日、11：30松江校オープンキャンパスでリモート挨拶

9月24日 土 9：45新須磨クリニック健診、14：00介護の家往診
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中内功（ダイエー創業者）

◆私の本棚

六つの精進

稲盛和夫 サンマーク出版
先日亡くなられた稲盛和夫さんの経営哲学のエ
ッセンスが詰まった本です。DVDも付属していま
す。六つの精進を含め１２の言葉でまとめられて
います。
１． 事業目的、意義を明確にする
２． 具体的な目標を立てる
３． 強烈な願望を心に抱く
４． 誰にも負けない努力をする
５． 売り上げを最大限に、経費を最小限に
６． 値決めは経営
７． 経営は強い意志である
８． 燃える闘魂
９． 勇気をもって事に当たる
10．常に創造的に仕事をする
１１. 思いやりの心で誠実に
１２．常に明るく前向きに、夢と希望を抱いて素直

な心で

慈恵会グループの紹介②
腎友会クリニック

兵庫県初の透析専門病院として、1973年に開

設。当時は透析の黎明期で、透析施設は数える
ほどしかなく、誰に透析を行うかは、覆面委員会
で決めていました。
当初は自費診療。金の切れ目が命の切れ目と
いわれ、田畑を売って費用を捻出した患者さんも
いたそうです。
透析治療のメッカとして多くの医師がここで研鑽
を積み、兵庫県下で透析施設を開設しています。
23年前の、阪神・淡路大震災で大きな被害を受
け、その後入院ベッドをなくし腎友会クリニックとし
て再出発しました。院長の宮崎哲夫先生は、透析
医療の草分け的な専門医です。

◆コロナ関係
日本の感染者総数は2000万人を超え、人口の6人に
一人が感染したことになりました。ただ一時は20万人を
超えていた1日の新規感染者数は7万人程度となり高
止まりではありますが、減少傾向にはあるようです。
エリザベス女王の国葬がらみで頻繁に流れる英国の
ニュースをみると、誰もマスクはしていません。大谷翔
平が活躍する大リーグでもマスクをしている観客は皆無
であり、可否は別にして国民性の違いを感じています。

いい言葉

◆病院・慈恵会グループからのお知らせ
・慈恵会グループ代表者会議（リモート会議）
9月22日木曜 14：00～17：00

・松江総合医療専門学校
9月29日木曜 看護学科1年生の宣誓式
9月30日金曜 識者懇話会

・新須磨病院
9月27日火曜、13：30～15：00
2022年度神戸市保健所立入検査

◆日本の高齢者像
65歳以上の高齢者の人口は前年より6万人増えて
3627万人、総人口に占める割合（高齢化率）は29.1%と
なり、それぞれ過去最高を更新した。
高齢人口に占める就業者の割合は25.1%、65～69歳
に限ると、割合は50.3%となり、初めて5割を超えた。
政府は、人口減による人手不足対策として、高齢者の
就労を後押ししている。
要は、３０％が65歳以上の高齢者で、そのうち4人に1
人が働き、65歳から69歳までは2人に1人が働いている
ということになります。人口減に伴う労働人口減少に歯
止めをかけるためには高齢者にも働いてもらうことは大
切だと思います。


